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「人間工学からの発想」をテキストとする学生

第１設題� �人間工学の目的とあなたが日常生活の中で人間工学が役に立つと思われるこ
とについて述べよ。

第２設題� 人間工学の対象領域について述べよ。
第３設題� �身近な商品、道具の中で人間工学の立場から優れていると思われるものを一

つ取り上げ、その理由について述べよ。（図で示すとわかりやすい）
第４設題� �バリアフリーについて建築空間の立場と道具や情報の立場から研究したこと

を述べよ。
第５設題� 色彩の心理的効果について、うまく効果を活用している事例を述べよ。
第６設題� 良い椅子を設計する上でのポイントについて述べよ。
第７設題� 良い寝具（ベット）を設計する上でのポイントについて述べよ。
第８設題� 錯視を利用したデザインの応用例について具体的事例を挙げて述べよ。
第９設題� �アナログ時計の文字盤とデジタル表示の文字盤を比較して、その特徴等につ

いて人間工学的視点から論じ、デザインする上でのポイントについて述べよ。
第10設題� 手による操作と足による操作の特性の違いについて述べよ。

（科目コード：０３１５５）

人間工学概論 ■持ち込み許可物−テキスト

「環境と倫理」をテキストとする学生

第１設題� �環境倫理学の三つの主張を説明しなさい。
第２設題� 「人間中心主義」を説明しなさい。
第３設題� 「持続可能性」を説明しなさい。
第４設題� 「環境正義」を説明しなさい。
第５設題� 消費者の「自由」と「責任」を説明しなさい。
第６設題� �今日のいわゆる自由社会において、環境倫理からみたときのデザイナーとし

ての責任と義務の内容を整理せよ。
第７設題� �対環境的責任という観点から、器具・用具や建築のデザインにおける材料の

選択において考慮すべき点を列挙しなさい。
第８設題� �対環境的責任という観点から、器具・用具や建築のデザインの利用における

維持管理（メンテナンス）において考慮すべき点を列挙しなさい。
第９設題� �対環境的責任という観点から、器具・用具や建築のデザインの最終廃棄にお

ける問題点と課題を指摘しなさい。
第10設題� 自然との共生をめざしたデザインの備えるべき要件を挙げなさい。

（科目コード：０３１１７）

環境倫理学 ■持ち込み許可物−テキスト


